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「
 
は
じ
め
に
 
 
 

初
期
歌
合
の
一
つ
 
「
字
多
院
歌
合
」
は
、
十
二
題
二
十
四
首
す
べ
て
が
 
 

物
名
歌
で
あ
り
、
萩
谷
朴
氏
の
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
（
以
下
『
歌
合
大
成
』
 
 

と
略
す
）
巻
一
二
五
で
は
「
宇
多
院
物
名
歌
合
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 
 

そ
の
技
巧
が
当
時
の
最
高
水
準
に
あ
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
 
 

き
た
＝
。
 
 

し
か
し
、
本
歌
合
の
意
義
は
、
物
名
歌
で
あ
る
こ
と
以
外
に
も
見
出
す
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
庭
の
草
木
や
そ
の
花
を
よ
ん
だ
前
栽
合
の
う
 
 

ち
、
秋
季
の
「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
や
、
春
季
の
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
 
 

の
成
立
・
特
徴
・
意
義
な
ど
を
考
え
る
上
で
も
、
看
過
で
き
な
い
存
在
な
 
 

の
で
あ
る
管
 
 
 

「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
は
、
「
本
院
左
大
臣
」
藤
原
時
平
が
延
喜
五
 
 

年
（
九
〇
五
）
以
降
同
八
年
以
前
の
秋
に
開
催
し
た
十
二
題
二
十
首
の
歌
 
 

合
で
、
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
は
、
醍
醐
天
皇
と
の
間
に
夫
折
を
含
め
る
 
 

と
少
な
く
と
も
八
人
も
の
子
を
儲
け
、
崩
御
後
に
息
子
源
高
明
の
官
名
近
 
 

「
宇
多
院
物
名
歌
合
」
に
つ
い
て
 
 

「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
に
ふ
れ
つ
つ
1
 
 

江
権
守
に
因
ん
で
「
近
江
更
衣
」
と
呼
ば
れ
た
源
周
子
が
、
延
喜
十
四
年
 
 

以
降
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
以
前
の
三
月
中
下
旬
に
開
催
し
た
、
二
十
題
 
 

二
十
首
の
歌
合
で
あ
る
。
前
者
の
歌
人
と
し
て
は
紀
貫
之
 
（
左
方
）
、
後
 
 

者
は
凡
河
内
窮
恒
が
確
実
で
あ
る
が
、
歌
の
よ
み
方
な
ど
か
ら
、
二
人
は
 
 

両
方
の
歌
合
に
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

「
近
江
御
息
所
歌
合
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
萩
谷
氏
が
物
名
歌
合
を
継
 
 

承
す
る
も
の
と
し
て
「
源
順
馬
名
歌
合
」
な
ど
と
共
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
 
 

が
、
本
歌
合
と
の
関
係
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
宇
 
 

多
院
歌
合
」
の
物
名
歌
以
外
の
特
徴
を
探
り
、
右
の
両
歌
合
と
の
関
係
に
 
 

も
ふ
れ
な
が
ら
、
初
期
歌
合
の
多
様
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
 
 

二
、
本
文
 
 
 

『
十
巻
本
類
宋
歌
合
』
巻
一
（
尊
経
閤
文
庫
蔵
）
を
底
本
と
す
る
『
新
 
 

編
国
歌
大
観
』
 
（
片
桐
洋
一
氏
・
中
周
子
氏
に
よ
る
）
 
の
表
記
を
ル
ビ
に
 
 

残
し
、
独
自
に
漢
字
を
当
て
、
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
 
 

た
。
但
し
、
踊
り
字
は
 
『
歌
合
大
成
』
通
り
に
残
し
た
。
 
 

中
 
 

島
 
 

和
 
歌
 
子
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を
 
■
止
ま
む
 
（
ん
）
」
 
に
、
1
4
 
■
い
づ
こ
と
も
分
か
ず
春
雨
降
り
止
ま
ふ
 
 

木
の
葉
な
べ
て
も
萌
え
に
け
る
か
な
」
 
（
ど
こ
と
も
区
別
し
な
い
で
春
雨
 
 

が
降
り
止
ま
な
い
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
木
の
葉
が
ま
ん
べ
ん
な
く
 
 

萌
え
出
し
た
の
だ
っ
た
よ
）
 
は
、
「
止
ま
ぬ
 
（
ず
）
」
に
通
用
さ
せ
て
い
る
 
 

昭
。
し
か
し
、
殆
ど
す
べ
て
の
歌
の
意
味
を
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
 
 

を
「
止
ま
む
 
（
ん
）
」
 
に
、
1
4
「
い
づ
こ
と
も
分
か
 
 

て
消
た
じ
と
思
へ
ば
」
 
（
花
を
折
ら
な
い
で
私
は
止
も
う
か
。
木
の
葉
に
 
 

降
り
た
露
を
玉
の
ま
ま
消
さ
な
い
で
お
こ
う
と
思
う
か
ら
）
は
、
「
止
ま
ふ
」
 
 

冬
花
」
を
隠
し
た
1
3
「
花
折
ら
で
我
ぞ
 
 

歌
番
号
は
両
テ
キ
ス
ト
で
共
通
す
る
が
、
翻
刻
が
や
や
異
な
る
。
『
歌
合
 
 

大
成
』
が
、
1
3
・
1
4
題
「
歎
〔
款
〕
冬
花
」
、
1
5
「
し
の
ば
な
む
〔
ん
〕
」
「
わ
 
 

が
み
 
〔
身
〕
」
、
1
7
・
1
8
題
「
贋
〔
雁
〕
靡
花
」
、
2
4
「
み
 
〔
見
〕
 
る
」
と
 
 

し
て
い
る
の
は
 
（
〔
 
〕
内
が
『
新
編
国
歌
大
観
』
）
、
文
字
の
扱
い
方
の
 
 

違
い
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
2
0
「
し
つ
 
〔
へ
〕
」
は
別
で
あ
る
。
底
本
 
 

は
未
見
だ
が
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
書
陵
本
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
「
し
 
 

つ
」
と
な
っ
て
い
る
官
本
来
は
「
し
へ
（
薬
）
」
で
あ
っ
て
、
「
し
め
（
標
）
」
 
 

も
掛
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
仰
、
字
体
の
類
似
か
ら
誤
写
さ
れ
て
い
っ
 
 

た
の
だ
ろ
、
つ
。
 
 
 

ま
た
、
2
2
の
初
句
の
み
、
『
十
巻
本
』
 
の
「
あ
ま
つ
そ
ら
」
を
『
二
十
 
 

巻
本
』
 
の
「
あ
ま
の
か
は
」
に
改
め
た
官
題
に
影
響
し
な
い
箇
所
で
あ
 
 

る
し
、
「
ふ
ち
」
や
「
と
」
と
の
縁
語
関
係
か
ら
㈱
、
「
か
は
」
が
本
来
の
 
 

形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
為
で
あ
る
。
底
本
の
改
訂
の
あ
り
方
や
、
両
 
 

本
の
異
同
な
ど
に
つ
い
て
は
、
『
歌
合
大
成
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 
 

物
名
歌
ゆ
え
に
、
確
か
に
や
や
無
理
な
表
現
は
あ
る
。
例
え
ば
、
「
款
 
 

や
止
ま
ふ
木
の
葉
な
る
露
を
玉
に
 
 

桜
花
 
 

わ
そ
の
 
 

9
我
が
園
へ
い
ざ
 
 

わ
す
ゆ
め
 
8
忘
れ
に
し
人
を
ぞ
夢
 
 

7
会
ひ
難
き
人
を
ば
更
に
見
し
嘲
刷
蘭
画
細
れ
て
は
蕗
ら
れ
ざ
り
け
り
 
 
 

か
せ
ふ
う
ら
い
、
み
 
6
風
吹
か
ば
い
ざ
浦
ご
と
に
出
で
て
日
 
で
て
見
 

梅
花
 
 

そ
と
ほ
さ
ら
 
 

5
退
き
遠
く
更
に
は
出
で
 
 

4
白
雪
の
消
え
て
緑
に
変
は
る
野
は
流
 
 

な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
 
 
 
ニ
 

2 1 

かた ほ 

こひ 

の 宇 

する 多院 

か と 歌 
の 

ふし 

左  

づ 

り 

合  

さ 

も し 

むね っ 

明 れ 
ひ ば 
の むす 

ま ば 
ぬ 

も はる 

貫 
之  

さ ぞ 
る と  

か け 
な  仇 

る  

右
 
 

の
 
 
な
か
 
 

し
ら
ゆ
き
 
 
き
 
 

み
と
り
 
 
か
 
 

の
 
 

と
し
か
 
 紅

梅
花
 
 

左
 
 

さ
ら
 
 
み
 
 
こ
ろ
 
 

あ
 
 
か
た
 
 

帰
り
な
む
朝
顔
の
〓
化
咲
く
ら
野
は
成
り
に
け
り
 
 
 

か
へ
 
 

み
 
 

左
持
 
 

輿
風
 
 

こ
と
 
 

ま
た
ら
 
 
ゆ
き
 
 
 
け
 
 

右
勝
 
 

か
つ
 
 

石
 
 

左
勝
 
 
 

1
 
 
 

あ
さ
か
ほ
 
 
ひ
と
は
な
 
 

む
海
布
の
葉
靡
き
て
波
に
寄
る
や
と
 
 

こ
 
 

い
 
 
 
は
な
 
 

い
 
 
は
な
 
 

ね
 
 

忠
琴
 
 

い
ろ
う
つ
 
 

れ
て
色
の
移
ら
ざ
ら
な
む
 
 

は
 
な
ひ
 
 

め
 
 

さ
 
 

の
 
 
 
 
な
 
 

は
な
ひ
 
 

め
 
 

叫
巣
山
轡
さ
 
 

貫
之
 
 

走
文
 
 

な
み
 
 
よ
 
 

貫
之
 
 

▼
つ
 
 

て
打
ち
 
 

ね
 
 

寄よ  
せ  

よ  

波真   
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1
8
わ
た
つ
み
の
沖
中
に
火
の
離
 
 

‖
春
霞
立
ち
満
つ
を
見
て
俄
か
に
は
桜
の
花
と
思
ひ
け
る
か
な
 
 

は
る
 
 
き
 
 
た
ね
 
 
 
ま
 
 
 
 
 
 
 
い
ね
 
川
春
は
来
ぬ
種
に
蒔
く
べ
き
稲
は
な
さ
蔵
 
 

け
片
岡
に
火
 
か
 

1
6
鴬
の
声
懐
か
し
く
鳴
き
つ
る
は
後
も
恋
ひ
つ
つ
偲
ば
な
む
と
か
 
 

貫
之
 
 
 

雁
靡
花
 
 

左
持
 
 

1
3
花
折
ら
で
我
ぞ
や
止
ま
ふ
木
の
葉
な
る
露
 
 

1
2
遥
か
に
は
桜
の
花
と
見
ゆ
れ
ど
も
入
り
て
覗
き
は
広
く
ぞ
あ
り
け
る
 
 

1
5
雁
が
音
に
思
ひ
か
け
つ
つ
偲
ば
な
ん
天
つ
空
な
る
我
が
身
な
り
と
も
 
 

わ
 
 
 
 
は
 

た
 
 

左
 
 

樺
桜
花
 
 

は
る
か
す
み
た
 
 
 
み
 
 
 
 
 
み
 
 
に
は
 
 

右
 
 

右
 
 

の
ち
 
 
 
こ
 
 

な
 
 

う
く
ひ
す
 
 
こ
ゑ
な
つ
 
 

款
冬
花
 
 

左
 
 

わ
れ
 
 

は
な
を
 
 

は
る
 
 

麟
濁
花
 
 

か
り
 
 
 
ね
 
 
 
お
も
 
 

を
か
 
 
 
ひ
 
 

さ
く
ら
 
 
は
な
 
 

の
花
々
に
見
え
つ
る
は
こ
の
も
か
の
も
に
誰
か
点
け
つ
る
 
 
 

右
勝
 
 

る
さ
め
 
ふ
 
 

た
れ
 
 
つ
 
 

み
 
 右

 
 

ひ
 
 
は
な
 
 

き
は
 
 

さ
め
ふ
や
 
 

雨
降
り
止
ま
ふ
木
の
葉
な
べ
て
 
 忠

琴
 
 

右
勝
 
 

ひ
ろ
 
 

の
そ
 
 

み
 
 し

の
 
 

定
文
 
 

き
 
 
 
は
 
 

つ
ゆ
 
 
た
ま
 
 
 
 
ナ
 
 
 
 
 
 
 
ぉ
も
 
 

友
則
 
 

あ
ま
ほ
し
 
 

ゝ
も
 

み
 
 

れ
掛
で
て
燃
ゆ
と
見
ゆ
る
は
天
つ
星
か
も
 
 

さ
く
ら
 
 
は
な
 
 
ぉ
も
 
 

わ
 
 

あ
ま
 
 
そ
ら
 
 

土
 
 

囲
悼
 
へ
 
 
 
お
 
 

－
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
端
辺
に
降
ろ
し
見
て
て
よ
 
 

を
玉
に
て
消
た
じ
と
思
へ
ば
 
 

し
の
 
 

も
萌
え
に
け
る
か
な
 
 
 

定
文
 
 

貫
之
 
 

三
、
歌
人
・
成
立
 
 

歌
人
は
、
『
十
巻
本
』
 
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
当
代
を
代
表
す
 
 

る
歌
人
ば
か
り
だ
が
、
特
に
左
方
の
貫
之
は
八
首
と
最
多
で
あ
る
。
不
記
 
 

が
同
一
人
物
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
左
右
計
六
首
は
貫
之
に
次
ぐ
数
 
 

に
な
る
。
「
亭
子
院
女
郎
花
歌
合
」
 
（
二
一
・
左
・
ほ
て
・
御
製
）
 
や
「
亭
 
 

子
院
歌
合
」
 
（
一
一
・
左
勝
・
御
）
 
に
は
御
製
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
 
 

中
に
、
主
催
者
宇
多
法
皇
自
身
の
歌
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
 
 

だ
ろ
う
。
特
に
左
方
の
2
1
の
可
能
性
が
高
い
か
。
ま
た
走
文
が
左
右
両
方
 
 
 

2
0
春
雨
に
薬
緩
ぶ
ら
し
春
の
草
濃
く
野
は
な
べ
て
咲
き
満
ち
に
け
り
 
 

石
解
花
 
 

左
 
 
あ
さ
み
と
り
 
 

き
の
ふ
 
 

は
る
き
 
柑
春
来
て
は
昨
日
ば
か
り
を
浅
緑
な
べ
て
 
 

右
 
 

よ
 
 

2
3
胸
の
火
を
賭
し
も
貫
か
ね
ば
乱
れ
落
つ
る
涙
の
玉
に
か
つ
 
 

2
2
天
の
川
照
り
み
曇
り
み
行
く
月
の
淵
の
端
門
は
さ
や
け
か
る
ら
む
 
 

お
 
 
 
つ
ゆ
 
 
ひ
か
 
 
 
 
た
 

貫
之
 
 

子
日
を
惜
し
む
 
左
 
 

む
ね
 
 
ひ
 
 
、
 
 

な
み
た
 
た
ま
 
 

み
た
 
 
あ
 
 

ぬ
 
 

く
ら
 
 
 
 
 
 
と
も
 
 
ほ
た
る
 
 

く
も
 
 

あ
ま
 
 
か
は
 
て
 
 

は
る
さ
め
 
 
し
へ
ゆ
る
 
 

藤
花
 
 

左
勝
 
 

ま
 
 
み
 
 
 
ま
か
 
 
 

忠
琴
 
 

右
勝
 
 

む
ね
 
 
ひ
 
 
、
 
 
と
 
 

た
ま
 
 
 

右
 
 

ゆ
 
 
つ
き
 
 
ふ
ち
 
 
は
な
 
と
 
 

く
さ
 
こ
 
 
 
の
 
 

さ
 
 

ま
 
 

卯
承
引
が
ら
に
消
え
ず
も
あ
ら
な
む
 
 

野
は
成
り
に
け
り
 
 

貫
之
 
 

の
 
 
 
な
 
 

探
養
父
 
 

ぞ   
消け  

ち  
つ  

る  

一37－   



に
見
え
る
が
、
「
亭
子
院
歌
合
」
な
ど
で
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
『
二
十
 
 

巻
本
』
 
で
は
、
9
・
2
2
の
作
者
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
興
風
と
探
養
父
は
 
 

参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

左
方
＝
貫
之
 
（
－
・
3
・
5
・
7
・
‖
・
1
7
・
1
9
・
”
ご
 
 

平
定
文
 
（
1
3
・
1
5
）
 
 

藤
原
興
風
 
（
9
）
 
 

不
記
 
（
2
1
）
 
 

右
方
＝
不
記
（
8
・
川
・
1
4
・
1
6
・
2
0
）
 
 

壬
生
思
考
 
（
1
・
1
2
・
2
4
）
 
 

紀
友
則
（
2
・
柑
）
 
 

定
文
 
（
6
）
 
 

清
原
探
養
父
 
（
2
2
）
 
 
 

他
出
は
次
の
通
り
（
本
文
と
番
号
は
 
『
新
編
国
歌
大
観
』
 
に
よ
る
、
以
 
 

下
同
様
）
。
『
歌
合
大
成
』
 
で
指
摘
さ
れ
た
以
外
に
は
未
見
で
あ
る
。
作
者
 
 

名
が
右
と
異
な
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。
 
 

2
 
『
続
後
拾
遺
集
』
物
名
・
五
〇
七
二
号
子
院
の
歌
合
に
、
子
日
の
 
 

松
・
紀
友
則
 
 
四
・
五
句
「
我
が
胸
の
火
の
先
づ
も
燃
ゆ
る
か
」
 
 

2
 
『
夫
木
抄
』
巻
十
九
・
雑
部
一
・
七
九
四
人
・
寛
平
御
時
歌
合
、
 
 

子
日
・
友
則
 
 
四
・
五
句
「
我
が
胸
の
火
の
先
づ
燃
ゆ
る
か
な
」
 
 

9
『
夫
木
抄
』
巻
四
・
春
部
四
二
四
一
人
・
享
子
院
歌
合
、
花
桜
・
 
 

興
風
 
初
句
「
和
歌
の
浦
へ
」
、
五
旬
「
移
ろ
ひ
に
け
り
」
 
 
 

け
『
古
今
六
帖
』
六
・
か
に
ひ
二
二
九
一
〇
・
不
詞
 
 
二
句
「
火
 
 

の
遥
々
に
」
、
五
旬
「
誰
か
点
け
け
ん
」
 
 
 

柑
『
拾
遺
集
』
物
名
・
三
五
人
・
か
に
ひ
の
花
・
例
勢
 
初
旬
「
わ
 
 

た
つ
海
の
」
、
五
旬
「
海
人
の
漁
り
か
」
 
 

1
8
『
拾
遺
抄
』
雑
上
・
四
人
三
・
か
に
ひ
の
花
・
例
勢
 
 

1
8
 
『
伊
勢
集
㈲
』
 
か
に
ひ
の
花
 
 
四
・
五
旬
「
燃
ゆ
る
見
ゆ
る
は
 
 

海
人
の
漁
り
か
」
 
 

1
8
『
古
今
六
帖
』
六
・
か
に
ひ
二
二
九
〇
九
・
利
謁
 
初
旬
「
わ
 
 

た
つ
う
み
の
」
、
五
句
「
海
人
の
漁
火
」
 
 

1
9
『
古
今
六
帖
』
六
・
さ
こ
く
・
三
九
一
三
・
不
剖
叫
 
 
初
旬
「
春
 
 

は
来
て
」
、
四
句
「
色
は
今
朝
濃
く
」
 
 

2
0
『
古
今
六
帖
』
六
・
さ
こ
く
・
三
九
一
四
・
不
記
 
 
二
旬
「
し
 
 

め
ぞ
結
ふ
ら
し
」
、
三
旬
「
花
臨
㌣
 
 

2
4
『
古
今
六
帖
』
六
・
ほ
た
る
・
四
〇
一
二
・
矧
烈
 
初
句
「
夏
 
 

の
夜
は
」
、
四
・
五
旬
「
緒
し
も
絶
え
た
る
玉
と
見
る
か
な
」
 
 

2
4
『
夫
木
抄
』
巻
八
・
夏
部
二
・
三
二
六
一
・
享
子
院
歌
合
、
惜
子
 
 

日
・
忠
琴
 
 
 四
句
「
押
し
寵
め
持
た
る
」
 
 
 

従
来
の
研
究
で
は
、
成
立
時
期
の
検
証
の
為
、
特
に
1
8
が
注
目
さ
れ
て
 
 

き
た
。
2
・
1
8
の
作
者
が
友
則
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
没
年
以
前
つ
 
 

ま
り
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
以
前
の
春
の
成
立
と
す
る
説
（
久
曽
神
氏
他
）
、
 
 

本
歌
合
か
ら
『
古
今
集
』
物
名
の
部
に
採
ら
れ
た
歌
が
全
く
無
い
こ
と
や
、
 
 

1
8
が
他
資
料
で
は
伊
勢
の
作
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
友
則
作
を
疑
問
 
 

視
し
、
『
古
今
集
』
成
立
以
後
の
延
喜
六
年
か
ら
延
喜
十
三
年
三
月
の
「
享
 
 

子
院
歌
合
」
 
の
後
ま
で
の
春
と
考
え
る
説
（
萩
谷
氏
他
）
、
あ
る
い
は
延
 
 

喜
七
年
頃
の
成
立
と
す
る
説
（
村
瀬
敏
夫
氏
『
紀
貫
之
伝
の
研
究
』
桜
楓
 
 

社
、
昭
5
6
）
 
が
出
さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
遠
藤
寿
一
氏
は
、
宇
多
法
皇
の
寵
臣
窮
恒
が
不
参
で
 
 

ー38－   



空
自
と
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

歌
番
号
…
…
…
…
1
 
3
 
5
 
7
 
9
 
1
1
 
1
3
 
 

『
十
巻
本
』
…
…
×
 
△
 
○
 
×
 
△
 
×
 
×
 
 

あ
っ
た
の
は
延
喜
十
一
年
正
月
の
和
泉
権
操
任
官
に
よ
る
赴
任
の
為
、
ま
 
 

た
逆
に
法
皇
と
疎
遠
で
あ
っ
た
貫
之
が
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
藤
原
定
方
 
 

の
推
薦
に
よ
る
延
喜
十
三
年
三
月
十
三
日
の
「
享
子
院
歌
合
」
 
へ
の
出
詠
 
 

や
、
そ
の
後
の
 
『
古
今
集
』
補
訂
責
任
者
と
い
っ
た
宇
多
法
皇
と
の
関
係
 
 

が
少
し
密
に
な
っ
て
き
た
時
期
ゆ
え
と
考
え
、
更
に
 
『
十
巻
本
歌
合
巻
総
 
 

目
録
』
巻
一
の
配
列
な
ど
か
ら
、
「
享
子
院
歌
合
」
以
後
、
窮
恒
の
和
泉
 
 

権
操
の
任
期
が
終
る
同
十
五
年
以
前
の
春
の
子
日
頃
、
つ
ま
り
、
延
書
十
 
 

四
年
正
月
あ
る
い
は
同
十
五
年
正
月
の
子
日
か
子
日
後
間
も
な
く
の
開
催
 
 

と
推
定
さ
れ
た
㈲
。
 
 
 

従
う
べ
き
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
9
に
野
や
園
に
咲
く
「
朝
 
 

顔
」
が
よ
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
『
古
今
集
』
成
立
以
後
と
考
え
ら
れ
る
 
 

理
由
の
一
つ
と
で
き
よ
う
か
。
『
古
今
集
』
 
の
成
立
当
時
は
ま
だ
、
薬
用
 
 

け
に
ご
し
 
 

と
し
て
輸
入
さ
れ
た
「
牽
牛
子
」
が
、
『
本
草
和
名
』
や
『
倭
名
類
衆
抄
』
 
 

に
見
え
る
「
朝
顔
」
と
い
う
和
名
を
獲
得
し
て
い
な
か
っ
た
讐
 
 

四
、
判
・
歌
題
・
構
成
 
 
 

『
二
十
巻
本
』
は
、
作
者
名
の
み
な
ら
ず
、
甘
が
『
十
巻
本
』
よ
り
も
 
 

少
な
く
、
十
二
番
中
四
番
に
し
か
無
い
。
徳
原
茂
実
氏
が
現
存
最
古
の
歌
 
 

合
「
民
部
卿
家
歌
合
」
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
方
法
で
㈹
、
奇
数
番
号
（
左
）
 
 

の
勝
ち
を
○
、
負
け
を
×
、
持
を
△
、
判
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
番
い
を
 
 

『
二
十
巻
本
』
…
×
 
 

×
 
△
 
 

5
 
7
 
9
 
1
 
3
 
 

1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
 
 

△
 
 
○
 
×
 
 

○
 
 
 

徳
原
氏
は
、
「
民
部
卿
家
歌
合
」
 
の
「
前
半
の
六
番
に
つ
い
て
は
、
両
 
 

本
に
記
さ
れ
た
判
は
全
く
一
致
し
て
い
る
の
に
、
後
半
の
六
番
に
は
一
致
 
 

す
る
も
の
は
な
い
」
こ
と
や
、
「
あ
た
か
も
後
世
の
連
歌
の
よ
う
に
歌
を
 
 

合
わ
せ
つ
つ
展
開
す
る
と
い
う
こ
の
歌
合
の
性
格
」
か
ら
、
「
こ
の
歌
合
 
 

に
は
本
来
判
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
さ
れ
た
。
 
 

両
本
の
異
同
の
あ
り
方
は
異
な
る
が
、
本
歌
合
の
場
合
も
、
そ
の
可
能
性
 
 

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
元
か
ら
判
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
『
二
十
巻
本
』
 
 

ち
 
 

が
六
箇
所
も
少
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
（
同
本
1
0
の
「
右
」
の
下
に
「
持
」
 
 

と
あ
る
の
も
不
審
）
。
 
 
 

更
に
、
「
一
番
」
以
下
の
番
数
は
『
二
十
巻
本
』
に
し
か
な
い
。
よ
っ
て
、
 
 

こ
れ
も
「
民
部
卿
家
歌
合
」
と
同
様
に
、
本
来
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
但
し
、
「
左
」
「
右
」
の
表
記
は
共
に
全
番
に
あ
り
、
「
民
部
卿
家
歌
合
」
 
 

の
よ
う
に
左
右
の
歌
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
無
い
。
 
 
 

歌
題
に
つ
い
て
も
、
『
十
巻
本
』
「
款
冬
花
」
と
 
『
二
十
巻
本
』
 
「
山
ふ
 
 

き
の
花
」
な
ど
表
記
の
違
い
は
あ
る
が
、
両
本
一
致
し
て
い
る
。
九
番
目
 
 

の
「
雁
靡
花
」
が
『
二
十
巻
本
』
に
は
無
く
、
「
九
番
」
と
あ
る
の
み
で
、
 
 

最
後
が
「
十
二
番
 
子
日
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
書
写
時
点
で
の
誤
脱
 
 

で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
共
に
最
初
の
歌
題
を
「
子
日
」
と
す
る
が
、
1
・
2
に
は
 
『
続
後
 
 

拾
遺
集
』
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
、
「
子
日
の
松
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
「
松
」
 
 

は
勿
論
、
『
土
佐
日
記
』
 
の
「
二
十
九
日
。
（
中
略
）
正
月
な
れ
ば
京
の
子
 
 

日
の
こ
と
言
ひ
出
で
て
、
『
小
松
も
が
な
』
と
言
へ
ど
、
海
中
な
れ
ば
難
 
 

し
か
し
」
や
、
「
子
目
す
る
野
辺
に
小
松
の
無
か
り
せ
ば
千
代
の
た
め
し
 
 

に
何
を
引
か
ま
し
」
 
（
拾
遺
集
・
春
二
三
一
・
題
知
ら
ず
・
忠
琴
）
 
な
ど
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の
よ
う
に
、
「
子
日
」
 
の
行
事
に
不
可
欠
の
景
物
で
あ
る
。
し
か
も
、
音
 
 

節
数
が
多
い
ほ
ど
物
名
歌
と
し
て
高
度
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
子
日
」
 
 

の
み
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
が
当
初
の
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
 
 

で
は
な
い
か
。
後
で
歌
か
ら
題
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
「
子
日
の
松
」
 
 

と
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
歌
題
の
う
ち
、
最
初
の
「
子
日
」
と
最
後
の
「
子
目
を
惜
し
む
」
 
 

以
外
は
、
十
番
す
べ
て
「
花
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
春
花
」
「
梅
花
」
「
紅
 
 

梅
花
」
「
桜
花
」
「
樺
桜
花
」
「
款
冬
花
」
「
都
掲
花
」
「
雁
壁
化
」
「
石
解
花
」
 
 

「
藤
花
」
と
、
初
春
か
ら
暮
春
ま
で
の
春
の
花
ば
か
り
で
あ
る
。
『
古
今
 
 

が
ん
び
 
六
帖
』
第
六
帖
で
は
、
「
款
冬
」
や
「
雁
靡
」
（
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
「
雁
皮
」
 
 

が
ん
ぴ
せ
ん
の
う
 
 

や
ナ
デ
シ
コ
科
「
岩
罪
・
仙
翁
花
」
な
ど
諸
説
あ
り
）
、
「
石
解
」
 
（
ラ
ン
 
 

せ
つ
こ
く
 
 

科
「
石
射
」
）
 
は
「
草
」
、
そ
の
他
は
皆
「
木
」
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
よ
 
 

う
な
春
季
の
色
々
な
草
木
の
花
の
み
と
い
う
題
の
設
定
が
ま
ず
、
最
初
に
 
 

述
べ
た
よ
う
に
、
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
 
の
手
本
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
近
江
御
息
所
歌
合
」
は
、
初
期
前
栽
合
中
唯
一
の
春
季
開
催
の
も
の
 
 

で
、
校
訂
後
の
題
を
示
す
と
、
「
梅
の
花
」
「
柳
」
「
花
桜
」
「
樺
桜
＊
」
「
棟
 
 

＊
」
「
火
桜
の
花
」
「
庭
桜
」
「
梨
の
花
＊
」
「
桃
の
花
」
「
岩
脚
燭
」
「
梶
の
 
 

木
の
花
」
「
山
高
芭
の
花
」
「
猿
捕
の
花
＊
」
「
楓
の
花
＊
」
「
山
梨
の
花
」
「
岩
 
 

柳
」
「
都
燭
の
花
＊
」
「
浮
草
」
「
山
吹
の
花
」
「
藤
の
花
」
で
あ
る
（
＊
は
 
 

物
名
歌
）
。
題
に
「
花
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
も
、
「
宮
の
花
と
い
ふ
 
 

歌
を
合
は
す
」
と
仮
名
日
記
に
あ
る
通
り
、
歌
に
は
必
ず
よ
ま
れ
て
い
る
。
 
 

「
柳
」
「
梶
」
「
楓
」
「
浮
草
」
も
例
外
で
は
な
い
。
「
若
葉
青
葉
の
木
草
」
（
『
歌
 
 

合
大
成
』
）
 
で
は
な
く
、
「
花
」
を
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
題
は
、
本
歌
合
十
題
の
う
ち
六
題
「
梅
花
」
「
桜
花
」
「
樺
桜
 
 

花
」
「
款
冬
花
」
「
脚
摘
花
」
「
藤
花
」
と
一
致
し
て
お
り
、
特
に
「
樺
桜
」
 
 

は
、
‖
・
1
2
と
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
の
「
吹
か
れ
来
る
香
に
は
桜
ぞ
添
 
 

ひ
て
散
る
春
を
送
れ
る
匂
ひ
な
る
べ
し
」
 
（
四
）
 
の
三
首
以
外
に
は
、
貫
 
 

之
の
「
潜
け
ど
も
波
の
中
に
は
探
ら
れ
で
風
吹
く
ご
と
に
浮
き
沈
む
玉
」
 
 
 

（
古
今
集
・
物
名
・
四
二
七
・
樺
桜
・
貫
之
、
古
今
六
帖
⊥
ハ
・
樺
桜
・
 
 

四
二
一
六
）
 
し
か
平
安
時
代
の
例
歌
が
無
い
。
な
お
、
初
夏
の
花
を
含
む
 
 

点
が
本
歌
合
と
は
異
な
る
が
、
こ
れ
に
は
「
亭
子
院
歌
合
」
の
影
響
が
考
 
 

ゝ
え
ら
れ
る
。
 
 

一
方
「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
は
、
初
の
摂
関
家
主
催
と
い
う
だ
け
で
 
 

な
く
、
庭
の
色
々
な
草
木
・
草
花
を
よ
ん
だ
歌
合
の
初
例
で
あ
る
。
従
来
 
 

の
題
は
、
「
寛
平
御
時
菊
合
」
「
亭
子
院
女
郎
花
合
」
「
宇
多
院
女
郎
花
合
」
 
 

の
よ
う
に
秋
季
の
単
一
の
植
物
で
あ
っ
た
。
な
お
、
続
く
「
東
院
前
栽
合
」
 
 

以
降
の
前
栽
合
で
は
、
「
露
」
や
「
月
」
、
秋
の
虫
な
ど
の
景
物
も
題
に
加
 
 

え
ら
れ
て
い
く
。
本
歌
合
の
開
催
が
「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
以
前
で
あ
 
 

れ
ば
、
そ
の
開
催
の
契
機
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
お
そ
ら
く
後
だ
 
 

ろ
う
（
前
節
参
照
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
主
催
者
や
季
節
は
対
照
的
で
 
 

あ
る
が
、
色
々
な
草
木
を
題
と
す
る
点
が
共
通
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
は
、
『
古
今
集
』
で
は
夏
歌
に
入
れ
ら
 
 

れ
た
「
常
夏
」
の
歌
で
始
ま
り
（
一
）
、
晩
秋
に
咲
く
「
龍
胆
」
を
よ
ん
 
 

だ
「
下
草
の
花
を
見
つ
れ
ば
紫
に
秋
さ
へ
深
く
な
り
に
け
る
か
な
」
（
二
〇
）
 
 

で
終
る
と
い
う
よ
う
に
、
配
列
が
時
間
的
推
移
に
合
致
す
る
。
本
歌
合
も
、
 
 

題
が
春
季
の
花
の
開
花
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
歌
の
内
容
も
、
1
が
雪
 
 

解
け
で
、
末
尾
の
2
4
に
は
来
た
る
べ
き
夏
の
虫
の
「
蛍
」
が
よ
み
こ
ま
れ
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て
い
る
。
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
 
の
歌
題
順
は
、
例
え
ば
「
棟
」
が
五
首
 
 

目
に
あ
る
な
ど
 
（
但
し
歌
の
内
容
は
梅
の
花
）
、
初
夏
と
春
の
花
と
が
前
 
 

後
す
る
よ
う
だ
が
、
主
た
る
木
の
花
の
み
を
見
る
と
、
「
梅
」
「
柳
」
「
桜
」
 
 

が
最
初
に
あ
り
、
最
後
が
「
山
吹
」
「
藤
」
と
い
う
よ
う
に
、
本
歌
合
や
『
古
 
 

今
集
』
春
歌
・
夏
歌
の
配
列
に
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
末
尾
の
「
藤
」
の
 
 

歌
が
、
「
梢
高
し
」
と
い
う
歌
言
葉
に
よ
っ
て
夏
の
鳥
の
「
郭
公
」
を
暗
 
 

示
し
て
い
る
点
も
、
本
歌
合
の
2
4
に
通
じ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
民
部
卿
家
歌
合
」
 
の
「
郭
公
」
題
十
番
に
つ
い
て
、
「
時
鳥
の
動
静
 
 

や
時
鳥
に
対
す
る
心
情
の
、
時
間
的
推
移
が
順
次
詠
み
込
ま
れ
る
形
で
、
 
 

歌
合
が
進
行
し
て
い
る
」
こ
と
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
「
一
日
と
い
う
時
 
 

間
の
中
に
お
け
る
夜
か
ら
朝
へ
と
い
う
流
れ
で
意
識
し
て
い
る
」
こ
と
を
、
 
 

井
出
重
民
や
徳
植
俊
之
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
讐
最
古
の
、
か
つ
一
つ
 
 

の
題
に
お
い
て
も
、
時
間
的
推
移
に
添
っ
て
歌
が
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
春
 
 

秋
の
前
栽
を
題
と
す
る
本
歌
合
や
「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
「
近
江
御
息
 
 

所
歌
合
」
 
の
構
成
や
よ
み
方
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
 
 
 

ま
た
、
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
中
、
「
都
燭
の
花
」
は
男
の
忍
ぶ
恋
、
「
浮
 
 

草
」
は
忘
れ
ら
れ
た
女
の
物
思
い
の
歌
で
あ
り
、
男
と
女
、
恋
の
始
め
と
 
 

終
わ
り
、
不
会
恋
と
会
恋
と
い
う
対
照
的
な
恋
歌
の
番
い
（
ペ
ア
）
と
な
っ
 
 

て
い
る
 
（
一
七
と
一
人
）
。
本
歌
合
も
、
2
は
「
片
恋
」
 
の
「
胸
の
火
」
 
 

を
よ
み
、
7
・
8
は
「
会
ひ
難
き
人
」
と
「
忘
れ
に
し
人
」
、
2
3
も
「
胸
 
 

の
火
」
を
よ
む
恋
歌
で
あ
る
。
な
お
2
4
「
蛍
」
 
の
「
火
」
は
、
「
夕
さ
れ
 
 

ば
蛍
よ
り
け
に
燃
ゆ
れ
ど
も
光
見
ね
ば
や
人
の
つ
れ
な
き
」
 
（
古
今
集
・
 
 

恋
二
・
五
六
二
・
題
知
ら
ず
・
紀
友
則
）
 
の
よ
う
に
恋
歌
に
よ
ま
れ
る
も
 
 

の
だ
が
、
見
立
て
の
面
白
さ
を
主
眼
と
し
て
、
あ
え
て
非
恋
歌
を
よ
ん
だ
 
 

も
の
と
見
て
お
き
た
い
。
 
 
 

恋
は
あ
ま
り
に
も
一
般
的
な
和
歌
の
主
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
歌
合
 
 

や
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
が
「
花
」
を
題
と
し
つ
つ
も
恋
歌
を
含
み
持
つ
 
 

の
は
、
偶
然
で
は
な
く
、
次
に
も
一
部
示
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
歌
合
や
 
 

撰
集
の
題
が
四
季
と
恋
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
 
 

だ
ろ
う
か
。
 
 

「
在
民
部
卿
家
歌
合
」
…
…
1
2
番
個
（
郭
公
1
0
番
／
不
会
恋
2
番
）
 
 

「
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
」
…
1
0
0
番
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
各
2
0
香
、
計
 
 

8
0
番
／
恋
2
0
番
）
 
 

「
寛
平
御
時
中
宮
歌
合
」
…
1
7
番
（
春
・
夏
・
冬
各
3
番
、
秋
4
番
、
 
 

計
1
3
番
／
恋
4
番
）
 
 

「
左
兵
衛
佐
定
文
歌
合
」
…
1
9
番
（
首
春
・
仲
春
・
暮
春
・
首
夏
・
 
 

晩
夏
・
初
秋
・
仲
秋
・
暮
秋
・
晩
冬
各
 
 

1
番
、
計
9
番
／
不
会
恋
・
会
恋
各
5
 
 

番
、
計
1
0
番
）
 
 

「
亭
子
院
歌
合
」
…
…
…
…
3
0
番
（
二
月
二
二
月
各
1
0
番
、
四
月
5
 
 

番
、
計
2
5
番
／
恋
5
番
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
少
な
い
も
の
で
四
季
題
の
番
数
の
五
分
の
一
（
「
在
民
 
 

部
卿
家
歌
合
」
「
享
子
院
歌
合
」
）
、
多
い
も
の
は
四
季
題
以
上
の
恋
の
歌
 
 

の
番
い
が
あ
る
 
（
「
左
兵
衛
佐
定
文
歌
合
」
）
。
本
歌
合
も
、
内
容
的
に
は
 
 

恋
歌
が
少
な
く
と
も
四
首
あ
り
、
前
者
に
近
い
。
 
 
 

な
お
、
「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
で
は
「
山
橘
」
や
「
竹
」
「
常
磐
木
」
 
 

と
い
っ
た
常
緑
樹
（
一
三
・
一
七
・
一
九
）
、
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
 
で
は
 
 

「
山
吹
」
や
「
藤
」
 
の
花
の
色
の
深
さ
 
（
一
九
と
二
〇
）
 
に
よ
っ
て
主
催
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者
賛
美
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
本
歌
合
の
「
花
」
 
の
歌
に
は
、
特
に
祝
意
 
 

は
見
出
せ
な
い
。
本
歌
合
の
そ
れ
は
、
「
子
日
（
の
松
）
」
「
子
日
を
惜
し
む
」
 
 

と
い
う
題
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 
 

五
、
表
現
の
特
徴
 
 
 

本
歌
合
の
歌
の
最
大
の
特
徴
は
、
勿
論
す
べ
て
物
名
歌
と
い
う
こ
と
で
 
 

あ
る
。
十
二
番
の
う
ち
六
番
目
の
 
「
樺
桜
花
」
 
の
み
、
1
2
「
俄
か
に
は
桜
 
 

の
花
と
」
、
ほ
「
遥
か
に
は
桜
の
花
と
」
と
い
う
よ
う
に
、
完
全
に
は
隠
 
 

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
は
見
事
に
題
と
は
全
く
別
の
事
柄
を
よ
ん
で
い
 
 

る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
「
近
江
御
息
所
傲
合
」
は
、
全
二
十
首
中
六
首
が
物
名
 
 

歌
で
、
う
ち
「
樺
桜
」
 
の
み
が
本
歌
合
と
同
じ
く
「
香
に
は
桜
の
」
と
部
 
 

分
的
で
あ
る
（
四
、
前
掲
）
。
そ
の
他
の
五
首
（
五
・
八
・
一
三
・
一
四
・
 
 

一
七
）
も
、
題
そ
の
も
の
か
ら
は
離
れ
て
い
る
が
、
春
季
の
他
の
花
や
「
鴬
」
 
 

「
若
菜
」
な
ど
、
題
の
季
節
の
範
囲
内
の
花
鳥
を
よ
む
、
と
い
う
方
針
が
 
 

う
か
が
わ
れ
る
。
「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
は
、
こ
れ
ら
と
は
対
照
的
に
 
 

物
名
歌
は
皆
無
で
、
字
音
語
の
 
「
紫
苑
」
「
竜
胆
」
 
で
す
ら
実
景
を
よ
ん
 
 

で
い
る
 
（
一
八
・
二
〇
、
二
〇
は
前
掲
）
。
 
 
 

そ
の
他
の
本
歌
合
の
歌
の
表
現
や
内
容
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
、
各
 
 

番
の
二
首
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
劣
を
競
い
合
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
基
本
 
 

的
に
石
歌
が
左
歌
の
用
語
や
内
容
を
受
け
て
よ
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
 
 

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
 
 
 

左
歌
1
が
「
峰
の
日
の
先
づ
」
射
し
て
春
の
雪
が
解
け
た
こ
と
を
よ
む
 
 

と
、
石
歌
2
は
「
峰
」
を
「
駿
河
の
富
士
の
山
」
と
具
体
化
し
、
「
日
」
 
 

も
消
え
け
り
」
と
よ
み
、
1
は
「
白
雪
の
消
え
て
緑
に
変
は
る
野
は
流
れ
 
 

て
…
…
」
と
、
同
じ
語
句
を
繰
り
返
し
用
い
て
、
「
白
雪
」
が
完
全
に
消
 
 

え
て
「
色
」
が
「
緑
」
一
色
に
変
わ
っ
た
、
3
よ
り
も
少
し
先
の
段
階
の
 
 

野
原
の
様
子
を
よ
む
。
「
白
」
と
「
緑
」
 
の
対
比
、
一
色
と
3
の
「
斑
」
 
 

の
対
比
も
あ
る
。
 
 
 

5
が
「
出
で
て
潜
き
て
む
海
布
の
葉
靡
き
て
打
ち
寄
せ
よ
波
」
と
願
望
 
 

を
よ
む
と
、
6
は
そ
れ
に
「
風
」
を
加
え
、
「
出
て
て
見
む
海
布
の
葉
靡
 
 

き
て
波
に
寄
る
や
と
」
と
、
風
が
吹
い
た
ら
実
際
に
そ
う
な
っ
た
の
か
浦
 
 

に
見
に
行
こ
う
と
、
や
は
り
一
段
階
先
の
こ
と
を
よ
ん
で
い
る
。
 
 
 

7
が
「
会
ひ
難
き
人
を
」
更
に
実
際
に
「
見
し
頃
は
寝
の
離
れ
て
は
寝
 
 

ら
れ
ざ
り
け
り
」
と
、
恋
の
始
め
の
不
眠
を
よ
む
の
と
は
道
に
、
8
は
「
忘
 
 

れ
に
し
人
を
」
夢
で
は
依
然
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
「
来
む
は
寝
の
 
 

華
や
か
に
寝
ら
れ
て
ぞ
見
る
」
と
、
夢
に
の
み
心
が
花
や
ぐ
恋
の
終
わ
り
 
 

頃
を
よ
む
。
 
 
 

9
・
1
0
は
漢
字
を
当
て
て
試
解
を
示
し
た
が
理
解
し
難
い
部
分
が
残
っ
 
 

て
い
る
。
左
右
の
歌
は
無
関
係
の
よ
う
で
あ
る
。
ほ
も
下
の
句
が
未
詳
だ
 
 

が
、
1
1
が
春
霞
を
「
見
て
」
 
「
俄
か
に
は
桜
の
花
」
と
思
っ
た
、
と
遠
景
 
 

の
桜
を
霞
に
見
立
て
た
の
を
受
け
、
そ
ん
な
ふ
う
に
「
遥
か
に
は
桜
の
花
 
 

と
見
ゆ
れ
ど
も
…
…
」
と
続
け
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
歌
い
出
し
の
二
音
 
 

「
は
る
」
も
共
通
す
る
。
 
 
 

1
3
は
「
木
の
葉
な
る
露
を
玉
」
 
の
ま
ま
「
消
」
さ
な
い
よ
う
に
花
を
折
 
 

逐
「
恋
（
こ
ひ
）
」
の
「
火
」
に
変
え
て
火
山
の
火
と
掛
け
、
「
胸
の
火
の
 
 

先
づ
」
燃
え
増
さ
る
、
と
片
恋
の
歌
を
よ
む
。
 
 

＼
ノ
＼
ノ
ヽ
ノ
〉
 
 

、
 
 

3
は
 
「
年
変
は
る
野
は
 
 
な
ほ
」
変
化
し
た
ら
し
い
「
鹿
の
子
斑
に
雪
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る
の
を
止
め
て
お
こ
う
と
よ
み
、
1
4
は
「
春
雨
」
が
ま
ん
べ
ん
な
く
降
っ
 
 

て
「
木
の
葉
」
が
皆
「
も
え
（
萌
え
・
燃
え
）
」
出
し
た
こ
と
を
よ
む
。
 
 

題
を
隠
し
た
「
…
…
止
ま
ふ
木
の
葉
な
…
…
」
を
繰
り
返
し
た
だ
け
で
は
 
 

な
く
、
「
玉
」
に
見
立
て
ら
れ
た
「
露
」
を
「
雨
」
で
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
 
 

「
消
た
」
と
「
燃
え
」
の
対
比
も
あ
る
。
 
 
 

1
5
が
「
雁
が
音
に
思
ひ
か
け
つ
つ
偲
ば
な
ん
」
 
（
偲
ん
で
ほ
し
い
）
 
と
 
 

い
う
ま
ま
な
ら
ぬ
恋
の
思
い
を
よ
む
と
、
1
6
は
「
鴬
」
が
「
声
懐
か
し
く
 
 

鳴
き
つ
る
は
」
姿
を
隠
し
た
後
に
も
自
分
の
こ
と
を
「
恋
ひ
つ
つ
偲
ば
な
 
 

む
」
と
い
う
こ
と
か
、
と
よ
む
。
要
の
語
句
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
鳴
き
声
 
 

に
限
ら
ず
雁
そ
の
も
の
や
手
紙
（
雁
信
）
 
を
も
表
す
「
雁
が
音
」
を
、
明
 
 

ヽ
 
確
に
「
鴬
の
声
」
と
し
、
主
情
を
鴬
に
対
す
る
愛
情
や
惜
春
の
情
に
変
え
 
 

て
い
る
。
 
 
 

1
7
は
「
片
岡
に
火
の
花
々
に
見
え
つ
る
」
と
山
焼
き
の
様
を
よ
む
が
、
 
 

1
8
は
「
わ
た
つ
み
の
沖
中
に
火
の
離
れ
出
で
て
燃
ゆ
と
見
ゆ
る
は
天
つ
星
 
 

か
も
」
と
、
「
星
」
に
見
立
て
ら
れ
る
漁
火
を
よ
み
、
同
じ
燃
え
る
「
火
」
 
 

で
あ
っ
て
も
、
山
と
海
の
対
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

1
9
は
「
春
」
が
「
昨
日
」
来
た
ば
か
り
な
の
に
、
「
浅
緑
」
の
辛
が
「
な
 
 

べ
て
今
朝
濃
く
野
は
成
り
に
け
り
」
と
、
「
昨
日
」
「
今
朝
」
、
「
浅
」
「
膿
」
 
 

の
対
比
を
よ
ん
で
い
る
。
2
0
は
「
春
雨
」
に
花
の
薬
が
緩
ん
で
「
春
の
草
 
 

濃
く
野
は
な
べ
て
咲
き
滴
ら
に
け
り
」
と
、
同
じ
く
「
春
」
と
歌
い
出
す
 
 

が
「
雨
」
を
付
け
加
え
て
お
り
、
草
の
色
が
浅
緑
か
ら
濃
く
な
っ
た
だ
け
 
 

で
は
な
く
花
が
咲
き
満
ち
る
と
い
う
、
一
層
春
が
深
ま
っ
た
段
階
の
野
原
 
 

の
様
子
を
よ
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
前
述
し
た
3
・
4
の
関
係
と
同
様
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

2
1
も
「
露
」
を
「
玉
」
に
見
立
て
て
、
「
見
え
紛
ふ
茅
の
葉
な
が
ら
に
」
 
 

に
題
を
隠
し
、
2
2
は
「
月
」
の
歌
と
し
て
「
淵
の
端
門
」
と
よ
み
こ
む
。
 
 

両
歌
は
一
見
無
関
係
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
光
り
」
「
消
え
」
と
「
照
り
」
「
曇
 
 

り
」
 
の
対
は
類
似
し
て
い
る
。
 
 
 

2
3
は
「
胸
の
火
を
賭
し
も
貫
か
ね
ば
」
涙
の
「
玉
」
で
消
す
と
よ
み
、
 
 

2
4
は
我
が
身
な
ら
ぬ
「
蛍
」
の
「
胸
の
火
を
賭
し
も
解
け
」
た
「
玉
」
に
 
 

見
立
て
て
い
る
。
語
句
は
繰
り
返
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
夏
の
夜
の
「
蛍
」
 
 

の
叙
景
歌
に
変
え
て
お
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
末
尾
に
夏
の
要
素
が
よ
 
 

み
こ
ま
れ
て
い
る
の
は
、
構
成
上
も
看
過
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
石
歌
は
左
歌
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
段
階
に
進
め
た
り
、
 
 

意
味
を
転
換
し
た
り
、
対
照
的
な
事
柄
を
よ
ん
だ
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

兼
題
で
は
な
く
、
当
座
即
詠
な
ら
で
は
の
特
徴
だ
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
に
お
い
て
も
、
左
が
「
露
」
を
よ
む
な
ら
右
 
 

は
「
霜
」
（
九
と
一
〇
）
、
「
山
」
な
ら
「
川
」
（
二
と
一
二
）
な
ど
の
よ
 
 

う
に
、
左
右
が
番
い
 
（
ペ
ア
）
と
な
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
、
対
抗
す
 
 

る
勝
負
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
対
照
あ
る
い
は
対
称
の
妙
を
楽
し
ん
で
い
 
 

た
。
更
に
、
左
右
の
番
い
で
は
な
い
 
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
 
で
さ
え
、
二
 
 

首
ず
つ
を
ペ
ア
に
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
一
七
と
一
人
、
一
 
 

九
と
二
〇
の
二
組
に
つ
い
て
は
前
節
で
ふ
れ
た
）
。
 
 
 

更
に
、
徳
原
氏
が
「
民
部
卿
家
歌
合
」
に
つ
い
て
、
徳
植
民
の
指
摘
を
 
 

継
承
し
、
「
左
右
二
首
を
番
え
つ
つ
進
行
す
る
周
知
の
形
式
で
は
な
く
、
 
 

左
方
と
右
方
が
交
互
に
歌
を
詠
み
、
1
に
2
を
、
2
に
3
を
、
3
に
4
を
 
 

と
、
次
々
と
歌
を
合
わ
せ
な
が
ら
展
開
す
る
歌
合
で
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
 
 

れ
て
い
る
が
、
本
歌
合
も
、
「
後
世
の
連
歌
の
よ
う
に
歌
を
合
わ
せ
つ
つ
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展
開
す
る
」
（
徳
原
氏
）
、
「
鎖
状
」
「
連
想
的
」
（
徳
植
氏
）
と
い
う
こ
と
が
、
 
 

あ
る
程
度
は
指
摘
で
き
る
。
 
 
 

別
の
番
い
の
歌
を
受
け
て
後
の
歌
が
よ
ま
れ
て
い
る
最
も
顕
著
な
例
 
 

は
、
3
の
貫
之
歌
で
あ
る
。
3
の
「
鹿
の
子
斑
に
雪
も
消
に
け
り
」
は
、
 
 

1
の
貫
之
自
身
の
「
雪
ぞ
解
け
け
る
」
と
、
2
の
「
駿
河
の
富
士
の
山
」
 
 

を
受
け
て
い
る
響
更
に
、
1
3
・
1
4
の
関
係
で
述
べ
た
の
と
同
じ
く
、
3
 
 

の
「
消
に
け
り
」
は
2
の
「
燃
え
増
さ
る
」
と
の
対
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
 
 

3
を
受
け
て
4
の
思
考
歌
が
よ
ま
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
 
 
 

そ
の
他
に
も
、
5
の
貫
之
歌
が
、
海
藻
を
採
る
こ
と
や
、
そ
れ
が
波
に
 
 

ょ
っ
て
打
ち
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
よ
む
の
は
、
4
の
「
流
れ
」
 
の
語
か
ら
 
 

の
連
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
7
の
貴
之
歌
は
、
「
更
に
」
 
の
語
が
 
 

自
身
の
5
の
「
更
に
」
と
共
通
し
、
「
会
ひ
難
き
人
」
と
の
恋
を
よ
む
の
 
 

は
5
・
6
の
「
海
布
」
 
（
海
藻
の
う
ち
食
用
の
も
の
）
 
や
「
靡
き
」
と
繋
 
 

が
る
だ
ろ
う
。
9
の
「
朝
顔
」
は
恋
人
の
朝
起
き
の
顔
に
用
い
ら
れ
る
語
 
 

で
、
7
・
8
が
単
に
恋
歌
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
「
寝
」
を
よ
み
こ
む
こ
 
 

と
に
直
結
す
る
。
ま
た
「
い
ざ
」
の
語
も
少
し
前
だ
が
6
の
定
文
歌
に
あ
っ
 
 

た
。
‖
の
貫
之
歌
冒
頭
「
朝
霞
立
ち
」
は
1
0
の
初
句
「
葡
は
来
ぬ
」
と
同
 
 

義
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
〓
の
五
句
「
凰
細
け
る
か
な
」
は
、
1
3
定
文
歌
五
旬
「
消
た
じ
と
 
 

凰
叫
ば
」
、
ほ
二
句
「
凰
叫
か
け
つ
つ
」
に
受
け
継
が
れ
る
。
一
般
的
な
 
 

語
で
は
あ
る
が
、
本
歌
合
中
「
思
ふ
」
は
こ
の
三
首
の
み
で
あ
る
。
1
3
・
 
 

1
5
に
は
、
「
瑚
ぞ
」
「
硯
が
身
」
も
あ
る
（
他
は
9
の
「
硯
が
園
」
）
。
こ
れ
 
 

ら
は
、
左
方
の
中
で
の
語
句
の
継
承
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
1
3
の
「
花
折
ら
で
」
の
「
花
」
は
、
「
梅
」
の
場
合
も
あ
る
が
、
 
 

‖
・
1
2
で
よ
ま
れ
た
「
桜
の
花
」
 
の
例
が
多
い
。
 
 

ヽ
 
 
1
7
貫
之
歌
の
「
火
」
は
、
1
・
2
を
参
照
す
る
と
、
1
6
の
「
恋
ひ
」
を
 
 

受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
1
7
・
1
8
の
「
雁
靡
花
」
と
い
う
題
と
1
5
 
 

定
文
歌
の
「
雁
が
音
」
と
の
一
致
も
、
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
本
歌
合
 
 

中
、
鳥
が
よ
ま
れ
る
の
は
1
5
と
1
6
だ
け
で
あ
る
。
題
の
順
が
あ
ら
か
じ
め
 
 

決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
1
5
は
次
の
番
の
題
を
先
取
り
し
て
い
た
こ
 
 

と
に
な
る
し
、
題
の
設
定
に
も
あ
る
程
度
の
即
興
性
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
 
 

貫
之
が
鳥
の
名
前
を
含
む
暮
春
の
花
名
を
探
し
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

さ
て
、
1
9
貫
之
歌
と
2
0
は
共
に
「
春
」
の
「
野
」
の
様
子
を
よ
み
、
題
 
 

材
及
び
二
首
の
関
係
が
、
3
貫
之
歌
と
4
忠
琴
歌
に
共
通
す
る
こ
と
は
前
 
 

述
し
た
。
こ
の
四
首
は
、
3
雪
解
け
が
進
み
「
鹿
の
子
斑
」
に
な
っ
た
1
 
 

4
「
白
雪
」
が
消
え
て
「
緑
」
一
色
に
な
っ
た
1
1
9
「
浅
緑
」
が
「
な
べ
 
 

て
」
濃
く
な
っ
た
1
2
0
「
春
雨
」
が
降
っ
て
緑
が
濃
く
な
る
だ
け
で
な
く
 
 

「
な
べ
て
」
花
が
咲
い
た
、
と
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
柑
の
「
野
は
成
り
 
 

に
け
り
」
と
全
く
同
じ
句
は
9
だ
が
、
貫
之
自
身
の
3
の
 
「
野
は
異
に
成
 
 

り
ぬ
ら
し
」
が
、
そ
の
先
躍
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
番
い
の
関
係
は
、
 
 

離
れ
て
い
る
の
で
「
連
歌
的
」
「
鎖
状
」
と
呼
ぶ
に
は
相
応
し
く
な
い
が
、
 
 

特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
 
 

に
も
二
首
の
関
係
の
繰
り
返
し
が
見
ら
れ
る
（
五
・
六
と
二
二
二
四
）
。
 
 
 

本
歌
合
中
の
「
春
」
の
「
野
」
の
歌
は
右
の
四
首
の
み
だ
が
、
1
4
は
「
春
 
 

雨
」
で
「
木
の
葉
な
べ
て
も
萌
え
に
け
る
か
な
」
と
近
似
す
る
内
容
を
よ
 
 

ん
で
い
た
。
そ
こ
に
1
9
と
同
じ
「
な
べ
て
」
 
の
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

2
0
は
、
1
4
と
「
な
べ
て
」
だ
け
で
な
く
「
春
雨
」
も
共
通
す
る
。
続
く
 
 

2
1
は
、
「
茅
の
葉
」
に
置
い
た
「
露
」
を
「
玉
」
に
見
立
て
、
そ
れ
が
「
消
」
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え
な
い
こ
と
を
望
む
歌
で
あ
る
が
、
1
3
と
は
「
茅
の
葉
」
と
「
木
の
葉
」
 
 

の
違
い
の
み
で
、
言
葉
も
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
 
 

1
3
「
露
」
 
の
「
玉
」
を
受
け
て
1
4
「
春
雨
」
が
よ
ま
れ
て
い
た
。
2
0
・
2
1
 
 

は
、
逆
に
2
0
が
先
に
1
4
と
同
じ
「
春
雨
」
を
よ
ん
だ
の
を
受
け
て
、
2
1
が
 
 

「
露
」
 
の
 
「
玉
」
を
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

2
3
の
貫
之
歌
は
、
2
の
「
胸
の
火
」
と
、
2
1
の
「
玉
」
「
消
え
」
を
受
け
、
 
 

「
露
」
で
は
な
く
「
涙
」
を
よ
む
。
こ
の
歌
に
限
ら
ず
、
貫
之
が
左
方
の
 
 

歌
人
と
し
て
、
積
極
的
に
、
一
首
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
前
の
歌
を
踏
ま
え
 
 

て
よ
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
左
右
の
二
首
の
番
い
と
し
て
の
あ
り
方
、
番
い
を
越
え
て
「
連
 
 

歌
的
」
「
鎖
状
」
 
に
繋
が
っ
て
い
る
様
、
貫
之
の
積
極
性
、
主
導
性
を
具
 
 

体
的
に
見
て
き
た
。
徳
原
氏
が
本
来
「
二
首
 
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
）
 
の
 
 

歌
の
対
照
の
妙
や
調
和
の
妙
を
味
わ
う
の
が
『
歌
を
合
は
す
』
楽
し
み
」
 
 

で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
本
歌
合
も
正
に
そ
の
「
古
い
歌
合
の
な
ご
 
 

り
を
と
ど
め
る
事
例
」
だ
と
言
え
よ
う
。
『
歌
合
大
成
』
 
に
、
「
万
人
即
歌
 
 

人
と
い
う
場
合
を
考
え
る
な
ら
ば
、
当
座
即
詠
と
い
う
息
詰
る
よ
う
な
場
 
 

面
を
想
像
す
る
こ
と
も
出
来
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
物
名
の
優
劣
 
 

を
競
う
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
「
楽
し
み
」
を
実
現
可
能
に
し
て
 
 

い
る
理
由
と
し
て
、
「
当
座
即
詠
」
と
い
う
語
を
用
い
て
お
き
た
い
と
思
 
 

う
の
で
あ
る
。
 
 

六
、
ぁ
わ
り
に
 
（
受
容
・
意
義
）
 
 
 

本
歌
合
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
三
節
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
古
今
六
帖
』
 
 

第
六
帖
・
草
に
、
「
か
に
ひ
」
全
二
首
、
「
さ
こ
く
」
三
首
中
二
首
と
し
て
 
 

①
秋
近
う
野
は
成
り
に
け
り
白
露
の
置
け
る
草
葉
も
色
変
は
り
ゆ
く
 
 

（
古
今
集
・
物
名
・
四
四
〇
・
桔
梗
の
花
・
友
則
）
 
 
 

「
野
は
成
り
に
け
り
」
は
①
に
も
あ
る
が
、
A
と
は
春
秋
の
違
い
が
あ
 
 

り
、
や
は
り
1
9
の
「
春
来
て
は
…
…
野
は
成
り
に
け
り
」
が
A
に
最
も
近
 
 

い
。
ま
た
二
旬
「
い
づ
こ
と
も
」
は
、
川
の
初
句
し
か
前
例
が
無
い
。
ち
 
 

な
み
に
、
五
旬
の
 
「
成
り
ぞ
し
に
け
る
」
も
稀
な
語
句
だ
が
、
「
民
部
卿
 
 

家
歌
合
」
一
二
番
歌
や
「
是
貞
親
王
家
歌
合
」
一
人
番
歌
に
見
え
る
。
歌
 
 

合
間
に
表
現
の
継
承
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
例
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 

採
ら
れ
て
お
り
、
編
者
が
珍
し
い
草
の
花
の
歌
に
特
に
注
目
し
て
い
た
こ
 
 

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
拾
遺
集
』
 
『
拾
遺
抄
』
 
『
続
後
拾
遺
集
』
な
ど
は
、
 
 

物
名
歌
の
取
材
源
と
し
て
い
た
。
 
 
 

更
に
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
は
、
物
名
だ
け
で
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
 
 

な
題
、
そ
の
配
列
、
歌
ど
う
し
の
関
係
の
他
に
、
用
語
に
お
い
て
も
影
響
 
 

を
受
け
て
い
る
。
 
 

④
会
ふ
こ
と
の
形
見
の
種
を
得
て
し
が
な
人
は
絶
ゆ
と
も
見
つ
 
 
 

③
秋
の
夜
を
雁
は
鳴
き
つ
つ
過
ぐ
れ
ど
も
待
つ
言
伝
は
見
ゆ
る
夜
も
 
 
 

無
し
 
 

（
赤
人
集
・
七
六
）
 
 

②
凰
叫
出
づ
る
常
盤
の
山
の
岩
劇
燭
言
は
ね
ば
こ
そ
あ
れ
習
 
 
 

も
の
を
 
 

（
古
今
集
・
恋
一
・
四
九
五
・
題
知
ら
ず
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
 
 

B
君
を
思
ふ
心
に
見
つ
つ
忍
 
 

A
春
立
て
ば
い
づ
こ
と
も
無
し
野
は
成
り
ぬ
 
 

し
に
け
る
 
 

（
近
江
御
息
所
歌
合
二
七
・
脚
燭
の
花
）
 
 

ば
な
む
 
 

（
近
江
御
息
所
歌
合
・
八
・
梨
の
花
）
 
 

恋
し
き
折
は
あ
ま
た
過
ぐ
れ
ど
 
 

若
菜
摘
む
べ
く
蘭
引
督
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B
は
、
四
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
 
 

る
。
「
岩
郵
燭
」
が
題
で
は
な
い
が
、
 
 

旬
の
前
例
は
③
④
⑤
に
も
見
え
る
が
、
 
 

と
い
う
題
は
勿
論
、
1
5
・
1
6
の
語
句
 
 
 

花
を
形
見
と
し
て
）
 
見
つ
つ
忍
ば
な
む
恋
ひ
し
き
時
は
…
…
」
と
よ
み
込
 
 

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
先
行
す
る
歌
合
や
『
古
今
集
』
 
の
歌
の
表
現
を
用
 
 

い
る
の
は
、
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
 
の
歌
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
当
 
 

該
歌
は
そ
の
中
で
も
上
手
く
融
合
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
 
 

か
。
 
 
 

「
近
江
御
息
所
歌
合
」
は
、
「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
ほ
ど
確
実
で
は
 
 

な
い
が
、
貫
之
の
参
加
が
推
測
さ
れ
る
歌
合
で
あ
る
。
本
歌
合
を
含
め
、
 
 

こ
れ
ら
の
歌
合
を
よ
り
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
で
、
初
期
歌
合
の
特
徴
の
 
 

み
な
ら
ず
、
貫
之
た
ち
当
代
歌
人
の
試
み
の
多
様
性
が
、
一
層
明
ら
か
に
 
 

な
る
だ
ろ
、
つ
。
 
 

注
 
 
 

（
1
）
 
久
曽
神
昇
氏
『
伝
宗
尊
親
王
筆
歌
合
巻
研
究
』
（
尚
古
会
、
昭
和
1
2
）
。
 
 

以
下
、
氏
の
説
は
こ
れ
に
拠
る
。
本
歌
合
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
先
 
 

行
研
究
で
あ
る
萩
谷
朴
氏
の
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
巻
一
（
同
朋
社
、
 
 

昭
3
2
）
 
に
も
、
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
 
 

⑤
撫
子
の
花
咲
き
に
け
り
我
妹
子
が
恋
ひ
し
き
時
の
よ
き
形
見
草
 
 

瑚
ひ
 
 

（
素
性
集
・
三
三
）
 
 

な
む
と
か
」
を
融
合
さ
せ
て
、
「
君
を
思
ふ
心
に
 
（
郵
燭
の
 
 

（
書
陵
部
本
窮
恒
集
・
三
七
二
）
 
 

男
の
忍
ぶ
恋
を
よ
ん
だ
恋
歌
で
あ
 
 

主
題
は
②
を
踏
ま
え
て
い
る
。
語
 
 

更
に
、
本
歌
合
の
「
脚
燭
の
花
」
 
 

「
思
ひ
か
け
つ
つ
忍
 
 
ば
 
 
な
む
 
 」
「
恋
 
 

（
6
）
 
「
我
が
上
に
露
ぞ
置
く
な
る
天
の
川
門
渡
る
船
の
擢
の
雫
か
」
（
古
 
 
 

今
集
・
雑
歌
上
・
八
六
三
・
題
知
ら
ず
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
 
に
は
 
 

「
月
」
は
無
い
。
「
天
の
川
」
を
「
月
」
が
「
流
」
れ
る
と
よ
む
の
は
、
 
 
 

（
2
）
 
両
歌
合
に
つ
い
て
は
、
風
間
書
房
『
歌
合
二
疋
数
歌
全
釈
叢
書
』
 
 

の
 
『
初
期
前
栽
合
』
 
（
仮
題
、
共
著
）
 
の
中
に
注
釈
と
解
説
を
用
意
 
 

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
具
体
的
な
例
証
は
省
略
し
、
結
論
の
み
を
用
 
 

い
た
。
 
 

（
3
）
 
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
コ
ピ
ー
に
拠
 
 

る
。
底
本
と
の
異
同
は
、
1
さ
し
－
ふ
し
、
3
・
4
春
花
－
二
字
の
 
 
 

こ
ろ
ー
こ
い
、
用
ま
く
へ
き
事
 
 

間
に
「
雪
」
を
書
き
見
ゃ
消
チ
、
7
 
 

「
も
す
へ
き
」
の
「
も
す
」
で
は
な
く
「
す
へ
」
を
見
ゃ
消
チ
に
し
 
 

て
右
に
「
ま
く
」
、
1
0
は
な
さ
－
「
は
さ
」
と
続
け
て
そ
の
間
に
「
な
」
、
 
 

1
1
み
て
－
見
て
、
1
3
け
た
し
と
お
も
へ
は
－
「
と
」
ナ
シ
、
1
4
な
へ
 
 

て
1
な
へ
く
、
1
4
も
ゝ
え
に
－
も
、
ひ
に
、
1
6
こ
ひ
つ
、
－
こ
ひ
て
、
 
 

1
6
し
の
は
な
む
－
「
の
」
ナ
シ
、
1
9
な
り
ー
成
、
2
0
し
へ
1
し
つ
、
 
 

2
0
こ
く
－
こ
ろ
、
2
0
な
へ
て
ー
な
つ
く
、
2
1
み
え
－
み
ひ
、
2
1
ま
か
 
 

ふ
－
「
ま
か
は
ふ
」
の
「
は
」
を
見
七
消
チ
、
2
2
は
な
と
は
－
「
は
」
 
 
 

欠
く
、
2
2
ら
む
－
ら
ん
、
2
3
・
2
4
を
、
し
む
－
「
を
ゝ
し
む
に
て
」
 
 

の
「
に
て
」
を
見
ゃ
消
チ
。
 
 

（
4
）
 
例
え
ば
、
「
植
ゑ
立
て
て
君
（
宇
多
院
）
 
が
欄
樹
ふ
花
な
れ
ば
玉
 
 
 

と
見
え
て
や
露
も
置
く
ら
む
」
 
（
後
撰
集
・
秋
中
・
二
八
〇
・
御
返
 
 

し
・
伊
勢
）
。
 
 

（
5
）
 
『
二
十
巻
本
』
 
に
つ
い
て
は
影
印
本
で
確
認
し
た
。
『
日
本
名
跡
 
 
 

叢
刊
絹
』
 
（
二
玄
社
、
昭
望
。
「
近
江
御
息
所
歌
合
」
と
合
冊
。
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は
、
『
友
則
集
』
で
は
「
…
…
踏
み
散
 

ら
す
鳥
打
た
う
…
…
 
」
（
六
九
・
 
 
 

り
む
だ
う
）
 
と
な
っ
て
お
り
、
「
打
た
う
」
 
で
「
打
た
む
」
 
の
意
と
 
 
 

し
で
い
る
。
ま
た
、
神
作
光
一
氏
編
『
八
代
集
掛
詞
一
覧
』
 
（
風
間
 
 
 

書
房
、
平
1
4
）
 
に
よ
る
と
、
「
あ
ら
う
（
荒
鵜
・
洗
ふ
）
と
見
れ
ど
 
 
 

黒
き
鳥
か
な
」
 
（
金
葉
集
・
七
一
二
）
は
後
代
の
例
だ
が
、
「
思
ひ
川
 
 
 

絶
え
ず
流
れ
る
る
水
の
み
材
（
泡
）
 
の
う
た
か
た
人
に
動
刷
で
消
え
 
 
 

め
や
」
 
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
一
五
・
詞
略
・
伊
勢
）
 
の
よ
う
な
例
 
 
 

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
ふ
」
は
「
う
」
に
通
じ
、
「
う
」
は
「
梅
（
う
 
 
 

め
・
む
め
）
」
の
よ
う
に
「
む
」
に
通
じ
る
。
よ
っ
て
、
「
止
ま
ふ
」
 
 
 

は
「
止
ま
む
」
に
な
る
。
但
し
、
1
4
は
「
止
ま
む
」
で
は
意
味
が
通
 
 
 

ら
ず
、
ま
た
「
雨
…
…
舞
ふ
」
と
も
言
わ
な
い
の
で
、
「
降
り
止
ま
 
 
 

ぬ
 
（
ず
）
」
と
ひ
と
ま
ず
解
し
て
お
く
。
 
 

（
8
）
 
『
歌
仙
家
集
本
伊
勢
集
』
 
の
『
拾
遺
集
』
か
ら
の
増
補
部
分
に
見
 
 
 

え
る
（
『
私
家
集
大
成
 
中
古
Ⅰ
』
所
収
「
伊
勢
集
Ⅲ
」
五
〇
四
番
）
。
 
 

や
す
ら
へ
渡
る
創
動
」
 
（
田
多
民
治
集
・
二
〇
二
）
、
「
天
の
川
淀
む
 
 
 

測
あ
ら
ば
久
方
の
夜
渡
る
矧
を
し
ば
し
留
め
よ
」
 
（
袋
草
紙
・
五
五
 
 
 

人
）
 
で
は
、
「
天
の
川
」
「
月
」
「
淵
」
の
三
つ
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
 
 
 

当
該
歌
が
そ
の
初
期
の
例
で
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
「
我
が
宿
の
花
踏
み
し
だ
く
凰
打
刃
叫
ん
野
は
無
け
れ
ば
や
こ
こ
に
 
 
 

し
も
来
る
」
（
古
今
集
・
物
名
・
四
四
二
・
り
う
た
ん
の
花
・
友
則
）
 
 

る
」
 
（
土
佐
日
記
・
正
月
八
日
条
、
後
撰
集
・
蒔
旅
二
三
六
三
・
 
 

詞
書
略
・
貫
之
）
等
。
「
対
内
日
夜
深
き
測
に
こ
と
寄
せ
て
し
ば
し
 
 

「
照
る
月
の
 
 

『
古
今
集
』
八
八
二
、
『
後
撰
集
』
 
二
一
〇
・
三
二
九
・
三
三
〇
や
、
 
 
 

流
る
る
見
れ
ば
天
l
捌
州
出
づ
る
水
矧
は
海
に
ぞ
あ
り
け
 
 

（
9
）
 
遠
藤
寿
一
氏
「
宇
多
院
物
名
歌
合
の
成
立
」
 
（
『
湘
南
文
学
』
 
2
3
、
 
 
 

平
1
・
3
）
。
 
 

（
1
0
）
 
藤
本
宗
利
氏
「
あ
さ
が
ほ
考
」
 
（
『
枕
草
子
研
究
』
風
間
書
房
、
平
 
 

1
4
）
。
 
 

（
1
1
）
 
徳
原
茂
実
氏
「
歌
合
の
成
立
と
展
開
」
 
（
和
歌
文
学
講
座
5
 
『
王
 
 
 

朝
の
和
歌
』
勉
誠
社
、
平
5
）
。
以
下
、
氏
の
論
は
こ
れ
に
拠
る
。
 
 

（
望
 
井
出
至
氏
「
「
逐
時
」
的
和
歌
配
列
法
の
源
流
」
 
（
『
小
島
憲
之
博
 
 
 

士
古
稀
記
念
論
文
集
 
古
典
学
藻
』
塙
書
房
、
昭
望
、
徳
植
俊
之
 
 
 

氏
「
在
民
部
卿
歌
合
に
つ
い
て
」
 
（
『
平
安
文
学
研
究
』
 
7
7
、
昭
6
2
・
 
 
 

5
）
。
以
下
、
徳
植
氏
の
論
は
こ
れ
に
拠
る
。
な
お
氏
は
、
「
歌
合
と
 
 

い
う
形
は
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
、
歌
会
的
な
要
素
の
強
い
歌
合
 
 
 

で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
3
）
 
萩
谷
朴
氏
は
『
平
安
朝
歌
合
概
説
』
（
私
家
版
、
昭
翌
に
お
い
て
、
 
 
 

初
期
歌
合
の
「
寛
平
御
時
菊
合
」
や
「
孝
子
院
女
郎
花
歌
合
」
に
用
 
 

い
ら
れ
る
「
占
手
」
「
最
手
」
 
の
名
称
と
共
に
、
本
歌
合
を
含
め
て
 
 
 

十
二
番
構
成
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
歌
合
が
相
撲
節
会
の
行
事
次
第
 
 
 

を
模
し
て
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
た
。
泉
紀
子
氏
も
「
歌
合
の
成
立
」
 
 

（
和
歌
文
学
論
集
5
『
屏
風
歌
と
歌
合
』
風
間
書
房
、
平
7
）
 
に
お
 
 

い
て
、
「
も
は
や
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
」
と
支
持
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
4
）
 
「
時
知
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺
い
 
 

ら
む
」
（
業
平
集
・
六
六
、
伊
勢
物
語
・
九
段
）
。
以
下
、
各
参
考
歌
・
 
 

例
歌
を
挙
げ
て
お
く
。
 
 
 

5
「
満
つ
潮
の
現
れ
ひ
る
間
を
会
ひ
が
た
み
み
る
叫
の
潮
に
忍
 
 

を
こ
そ
待
て
」
 
（
古
今
集
卜
恋
歌
三
・
六
六
五
・
題
知
ら
ず
・
探
養
 
 
 

つ
と
て
か
鹿
の
子
斑
に
雪
の
降
る
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り
取
ら
ば
惜
し
げ
に
も
あ
る
か
樹
花
い
ざ
宿
借
り
て
散
る
ま
で
は
見
 
 

む
」
（
同
・
六
五
・
題
知
ら
ず
・
よ
み
人
知
ら
ず
、
是
則
集
・
二
）
他
。
 
 
 

官
歌
合
・
一
五
六
、
古
今
集
・
恋
歌
二
・
五
六
五
・
寛
平
御
時
后
官
 
 

歌
合
の
歌
・
紀
友
則
、
友
則
集
・
四
三
）
。
 
 
 

9
「
し
ど
け
な
き
樹
く
た
れ
髪
を
見
せ
じ
と
や
は
た
隠
れ
た
る
今
 
 

朝
の
酬
園
」
 
（
小
町
集
・
九
七
）
、
「
白
露
の
急
ぎ
お
き
た
る
朝
顔
の
 
 

見
つ
と
も
勢
よ
人
に
語
る
な
」
（
敦
忠
集
二
一
一
）
。
 
 
 

1
3
「
誰
し
か
も
求
め
て
細
別
つ
る
春
霞
立
ち
隠
す
ら
む
山
の
梯
を
」
 
 

ぞ
無
き
」
 
（
貫
之
集
・
四
五
四
）
。
 
 
 

7
「
石
見
の
海
津
の
浦
を
な
み
…
…
玉
藻
沖
つ
藻
 
明
け
来
れ
ば
 
 

む
た
 
 

披
こ
そ
来
寄
れ
 
夕
さ
れ
ば
風
こ
そ
来
寄
れ
 
彼
の
共
か
寄
り
か
く
 
 

寄
る
 
玉
滞
な
す
圏
引
我
が
親
し
 
敷
拷
の
妹
が
手
本
を
…
…
」
（
万
 
 

葉
集
・
巻
二
・
相
聞
・
一
三
八
）
、
「
女
郎
花
秋
の
野
風
に
う
ち
麟
封
 
 

心
一
つ
を
誰
に
寄
す
ら
む
」
 
（
享
子
院
女
郎
花
合
・
四
・
左
大
臣
、
 
 

古
今
集
・
秋
歌
上
・
二
三
〇
・
詞
略
・
左
大
臣
）
、
「
川
の
瀬
に
靡
l
引
 
 

玉
藻
の
み
隠
れ
 
 

父
）
、
「
紅
葉
葉
の
流
 
 

（
古
今
集
・
春
歌
上
・
五
人
 
 

て
人
に
知
ら
れ
ぬ
恋
も
す
る
か
な
」
 
（
寛
平
御
時
后
 
 

れ
て
落
つ
る
網
代
に
は
白
波
も
ま
た
習
ぬ
日
 
 

折
れ
る
桜
を
よ
め
る
・
貴
之
）
、
「
折
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